
特 許 と 新 案

日立製作所では所有Lている全部の特許･実用新案を全て

有慣開放しております｡

二のリストには,日立製作所所有の特許･実用新案で,口

立巷望作所が実際に使用したものの中から,選んで掲載いたし

ました｡

なお,照会･実施のご希望のございます場合は右記までご

連絡願います｡

■ 自動車部品始動系

間合先:国内関係･日二立製作所特許部特許営業グループ

海外関係･日立製作所国際事業部欧米部

電 話

住 所

(03)270-2111(大代表)

〒100東京都千代田区大手町2-6-2(日本ビル)

登録番号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

リ三844278 42-18670

42､21070

42-21071

始什lに刺慌川1にfらち三てイリ十 リ三771665 39-36369

41-2410

スターータのばね止め装こ亘ら二
てノミ847768 スタータヒニすン格付装i;一■一: リ三808171 l勺燃機関始動装;;乍の促穫巷さi芹
リ三847799 ヒニすン スlト【■7､ `j三739045 38-28905

】l勺燃機剛自動装Ei7こ

■ 自動車部品発電系

登録番号 公告番号 名 称 登毒素番号 公告番号 名 称

リ三765903 39-27482 磁イl■発`■に髄 ニけ292624 36-718 光一左機【′畑がrに斥三調+.乍装;程

′け520446 42-26883 小†与■三回転機の固定子

t 自動車部晶

登録者号 公告番号 名 称 登待暮号 公告番号 名 称

′j三922359 45-16368

45-28786

ノ､｢7=ウイント川棍賦与さi;ノー ′ノミ907580 45-10 減油機の軸糾丁二

一j三931228 ′､ローウイ ント 工け585985 45-4532

38-14709

カ【ヒMタ胴水校閲閉装㌍

柑 569317 44-24983 巾･鮒口楓地袋;f,■-:の去ホ斗ヒi;′- リ三728546 Ⅰ′1勅車f口吻川了

′夫727131 38-12426 ｢｢!卓川川了軽侮

■ 電気自動車

登毒責番号 公告番号 名 称 登毒素番号 公告番号 名 称

れ三628238 46-17533 1Elt【′一別上と川J一工に剖軽帥1御装;i･■▲:才､1‡620593 46-5490 て‾E動機制御楽音;f壬
托 603772 45-30129 ′■に軌職制御斗妄;√′11て 枯 613255 45-41541 屯;il′1劇中肝Fに動機削御装‾L2呈

朽 636638 46-24493 蛋1い-`1動卓朋電動機制御装;程

■ その他

登妄曇番号 公告番号 名 称 登録者号 公告番号 名 称

プ三941975 46-7523

46¶19385

ダンプ‾柁作業iiて(ダンプカー) 柑577576

桔600367

朽620584

リ三925938

44-30927

45126249

46-7330

45-20418

〔l動卓タイヤの空気収出装置(白

′克951143 鉱押紙ク)伽倒紫f;乍 rダン7■ヵー) 走浮梧)

才.f596187

′ノミ912112

45▼21126

45-6561

抑たたふ式のフィークマスト tフ 特殊自動車の車輪懸架装置(自走

一寸ーク1■】朝車) 梓橋)

コンテナ■､1り‡け】勤巾のターンテー 日動車タイヤ空気圧力調繋装置

プ′し･■■フナ---ク｢′1動車･ (口走浮標)

水陸両用車における楳1｢り角規制お

よび操舵軸固定装;琶(自走梓橋)
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特 許 と 新 案

日立製作所では所有している全部の特許･実用新案を全て

有償開放しております｡

このリストには,日立製作所所有の特許･実用新案で,日

二iエ製作所が実際に使用したものの中から,選んで掲載いたし
ました｡

なお,照会･実施のご希望のございます場合は右記までこ

連絡願います｡

■ Nプロセス鋳造

間合先:国内関係･日二立製作所可寺許部特許営業グループ

≠毎外関係･日二立製作所国際事業書β欧う軽部

電 話:(03)270-2111(大代表)

住 所:〒100東京都千代田区大手町2-6-2(日本ビル)

登録者号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

才.1三433570

柑483747

39113352

41-6443

発熱出城什鋳巧一壬に才iける咄化時間 柑522904

持543225

43-1726

43-23601

自硬件鋳型における硬化時間の調

の調節方法 節方法

発熱F!1硬性鋳7盲■りこおける碩化時Hち1 鋳巧竺の製作方法

の調節方法 特498853

枯552107

42-6117

42-18974

発熱自硬性鋳物砂用ミキサー

日硬性鋳物砂の製作方法および連

続式自硬性鋳物砂用ミキサー

■ HCプロセス鋳造(セラミック鋳型鋳造法)

登録者号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

特 606084 45-31541 焼成鋳巧せの製作方法 特 606122 45-34020 焼成鋳巧J主用材料

特662628 45-32822 焼成鋳型の製作方法

■ 鋳 造

登重責番号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

桔 518182 42-25523 精密鋳造用組_､ヒニ帳巧■i 特 410875 38-4155

39-12550

39-312

38-25957

アシキュラー鋳鉄の焼戻し方法

桔 552146 44-741 ポンプ用血小字耗鋳鉄 朽432919

特425532

特424961

溶融状態より常温までの連続冷却

柑 531366 38-13762 尉官耗性鋳鉄 過程における変態点測定用熱膨張

柑 543226 43-23922 吊押f抜毛およぴその鮎立法 計

実967560

特526032

46-31909

43-7525

鋳造開発泡什樹脂性別の加工成形 微細黒鉛組織を有する鋳鉄鋳物を

_日_ ‾製造する法

鋳巧■壬の製造法 鋳型製造方法

三拝270691 35-9012 自動中子取付空こ罠 実 772291 39▼38711 手才甲式百三揚用取鍋台車

柑 270692 35-8703

35-8912

日動鋳巧-!取付装詳〔 特 458826 40-8134 鋳型模型定盤の展準孔穿孔方法

特 270703 日動鋳造装置 特 490805 41-17119 馬蹄形状物日動羽布研削装置

約 272161 35-11751 自動鋳巧竺取付装置 実 別8663 41-14062 羽布皐

■ 空気分離装置

登録者号 公告番号 名 称 登歳番号 公告番号 名 称

特267214 35-5463

35-8683

36-3956

44-5521

42-11327

38-17286

オ､スi甘却装置 実 767693 39-30741 断熱基礎

特 270607 蓄冷器の自動制御方法 実 777112 40-3650

40-3651

空気分馳装置の保護装置

特306866 空1‾も分離装置 実 777113 空気分維装置の保護装置

特553925 仇温液化ガスを輸送する装置 実 818627 41-16211 精溜塔

持606041■

実729677

分岐流多孔板を用いた精溜塔及び 実 831528 42-3187

45-17394

41-18282

二重保冷槽

それに類似した作用をなす塔 実 922360 断熱基礎

空気清浄装置 実 939207 保冷槽

実 954677 46-17406 保冷装置
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H-7836高密度プロセスカラーディスプレイ

姑近のプラントの人形化,逆転系統

の手k雉化に什･い,二れを〔:さ:さ,祝桝御する

ための十l■パ租品はチ剛馴(Jに村人Lてし､る〔)

ニグ)ような人韻のデ=タを能ヰWJに判

断し制御するためには,分かりやすく

しかも表ホつ射生のT■.■い､テ■ィスプレイ装

1i′一三と,r】1J碓に応符できる人プJ了∴j三笠とか

･安ナJミされる｡

二れらの安ナjミを榊たすため,illJi鴇り生

麦示,ライトへン,-1■さ∴墟転送などの機

能を伯えたH-7836プロセス カラー一千

イ スプレイ装汁'一三を】凋ヲ己Lた(図1)(1

1.主な特長

(1)■て榊牛條性カラーCathode Ray T-

ube(CRT) を川い
一【叫1巾に丈′j;二や

】巾去を 3,200まで表ホでき,かつ址人

896和までの1叶素をRAMに.吉山ユして朴テ

寓な桧が描けるく｡

(2)巾ね†ナわせよホにより,色泣いの

表I H-7836高密度プロセス カラーディスプレイ装置の仕様

項 目 標 準 仕 様

表 示 管 20インチ高解イ象度カラーCRT

ピ ュ ア1表 示 方 式

表

オプション

表 示 色

文 字 数

卜∴ソト 構成

桂 頬

コ
ー ド

ラスタ スキャン方式

7色(白,赤,緑,吉.黄,シ_アナ,__マゼンタ)

80字･′行ゝ4()行 画面
-3′200字

画面

文字5㌧､7.画素7,イ 8

64種･英数字,64種片仮名及び特殊記号

+lS

基 本 機 能

ダブルメモリ

作 画 機 能

ラ イト へ ン

キーオミ ーード

転 送 速 度

倍サイズ表示機能,半行シフト表示機能

ブリンクヰ幾能,カーソル スキッブ機能

二つのリフレッシュメモリの情報をピュア上で重ね合わせる｡

最大 384画素(リフレッシュメモリ0月∃)

最大 512画素(リフレッシュメモリl用)

をRAMに記憶

する.

割込機能及び画面編集機能

美数字.片仮名,ファンクション キー(16憫)

20.000字 秒(0.16秒 画面)

d

維や‾l自iの撫州のない交さが吋能なため

1て†然な糸会が川iける′こ.

(3)ライトペンは‥11jl巾卜の丈ノ}二や耐素

のアドレスを`■‾にJ′一.汁符機へ加ノブせる機

能のはかに､L叫巾姑‾1､-i;貨の丈′i･二や耐素

を拾って1叫巾を付与†戊Lたり,行単位に

消去LたりするL由仙愉iリ三慌能を持つ｡

(4)2ノノ′j■二/秒の満逆転送は,油紙仰Jな

ローリングや抑帥iのダイナミック モー

ショ ンなども=†能にLている｡

(5)て巧で糀やタイトルのイたサイズ表ホ,

丈ノi■二の.iiliまリノi担ぎの-こ｢二行シフトによる

綻糾など､比やすいI11■ir巾を作成できる｡

=トンニ聖･上州三ホ斤慌′｢とこ事業本部)

図lトト7836高密

度プロセス カラー

ディスプレイ装置

8k語コアメモリ装置

コンビュ【タやノ■一にJ′一レジスタのi言加工

米i;Iてには,コアメモリが止二くイ小TJされ

ている｡コアメモリは†.‾柵‥_空が■T-ごiく,

紙価桁であり,`,に糠をりJっても,.吉山ユ

図1 8k語コアメモリ装置E訓718

表1 8k語コアメモリ装置機種別仕様

1勺ノ存がi†■i一失Lないことなど,数々の1ミ

巾をもっているl｡姑近,ミニコンビュ

ー一夕,小形処州巷妄‾こi一■■三などの什能l｢り卜に

什い.;山ユ器も主が州人する佃Ih=二ある√.

二れに応じて,′｢ll】】8k;言行コアメモリ斗き

;;′∫こ3慌帥を】iり発した〔)

1.仕様と構造

表1は,8k-irテコアメモリ装iこ～】二の概略

什様を,図1に代去l′】てJ8k.言行コアメモり

装‾;こざ‡ED1718の外観をホすものである′つ

2.主な特長

/㌻い‖利発Lた8k.iたコアメモリせ妄こr～t:は

次のような柑1主がある.1

(1)ミニコンビ_1一夕,′ト形処fl†与装1ir亡

j】JにJ拉ii重なコアメモリ装‾ii｢l三である｡

(2)1校の人什川壬枇にコア マトリック

ス糀と,l√り削■J辺1L】1主桁祁を組みj生み非

;i一にコンパクトで､かつ収‡及し､やすい

梢.芯である.=.

(3)恥i-iうーな帖j左のたれ 帆仙桁で,i巧

いイ∴柑什をもっている.

(4)装i;-'-:17∠丁の.汁H古アi旨吏は,8,192.…子テで

あり,E D1718,E上)1804は姑人32k

,れ ED1803は姑人64ki二言行まで州,書法=川巨

である√二,

(5)0～500cというメェいざん川と範榊で,

ED1718は800ns,ED1803は650ns,

E D1804は700nsという越し､サイクル

タイムで血川三するこ〕

(lト`′二r皇望什J叶`一にr一件■j-こブ三J祁)

機 種 名 方 式 使 用 コ ア 記 憶 容 量 サイクル タイム イ重用温度範囲
インタフェース

信号レ/くル
寸 )去(川l¶)

ED1718 3D-3W 18ミルHFC284A 8k語X17ビット 0.8 〃S 0 --50■+C TTL 350※370二く15

ED1803 16ミノレHFC150 8k語Y18ヒット 0.65/′S 420x300x15

ED1804 0.7/JS 0
--55リC 254.ぺ381xZ2

注:TTL一Tra11SIStOr一Tra11S】StOr L叩LC
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日立昔日用パワー集積回路

民生電子機器用のリニアICは高性

能化,高信頼化,コスト低減,小形化

及び省力化などの特長が生かされてテ

レビ,ラジオ,ステレオ梢として広範

陶に用いられてし､る｡

日立製作所ではこのシリコン モノリ

ンツク構造によるリニアICの中でも

高耐圧,高出力で破壊に強し､といった

高い技術を要求される音響用パワーIC

の分野にも他社に寛がけて製品化を行

なっており,表1にホすように0.5W出

⑳

⑳

図l 日立音響用パワーIC

力から8W出力までの製品系列がそろ

ってし､る｡

1.主な用途

用途としてはポータブルラジオ,テ

ープレコーダ,カーラジオ,カーステ

レオ,ホームステレオなどがあり,特

に組込みスペースに制限があるこれら

の用途に対してパッケージは熱抵抗が

小さく,.放熱板の取り付けが容易な外

形になっている(図1)｡

2.主な仕様及び特長

主な仕様は表1に示すとおりである｡

また,現在の製品系列のなかで代表的

な製品HA1317Wにつし､て特長をあげ

ると,

(1)定格出力8Wが得られる(Ⅴ｡｡=

26V,8n負荷)｡

(2)電圧利得が46.6dBと高い｡

(3)電源スイッチ投入時,切断時にシ

ョ
ック音がでない｡

(4)低ひずみ率である(標準0.2%)｡

(5)出力に比べてパ､ソケージが′ト形で

表l 日立音響用パワーIC仕様

仕様
出力(W)

最大電圧 標準使用電圧

品名 (∨) (∨)

HA13】0 0.5 9 6

HA13】6 0.7 10 7.5

HA】311

l

9 6

HA1312 7,5

HA1314 12 9

HA1313

2

20 12

HA1325 13.5

HA1329 2.5 9 6

HA1306 3.5 18 13.2

HA1308 5 28 22

HA1322 5.5 18 13.2

HA】338 6 33 24

HA1317W 8 36 26

組込みスペースが少なくてよい｡

等々ステレオ装置の音声出力増幅用と

して最適の特性をもってし-る｡

(日立製作所 電子事業本部)

350気圧バレル形日立高圧ターボ圧縮機ン

原子力プラントの重水素分敵襲置に

用いられる高圧ターボ圧縮機が完成し

た｡本機はアンモニア合成用を代表と

する最高吐出し圧力 350気圧のバレル

形高圧ターボ圧縮機シリーズの一つで

ある｡主な仕様は表1に示すとおりで

ある｡

1.主な特長

(1)設計圧力は350気圧の高圧である｡

(2)約15,000rpmの高速で運転される｡

(3)軸封機構は高圧に対処して,それ

ぞれの軸端にガ､ス側1個,大乞{側3個

のシールリングが装着され,リング形

状は耐振性に憧れた設計がなされてい

る｡

(4)軸封制御方式はスプリット方式の

レ〈こル制御とし,ヘッドタンクにバッ

ファ効果をもたせるなど,信頼性保持

に考慮が払われている｡

一般のプラントにおいても信頼性が

最も重要であることは当然であるが,

悦子カプラントに用いられる場合,特

に安定な作動カゞ要求される｡本機では

98

製作に先立って以下のように主要部の

安定性確認試験を行ない,完璧を期し

た｡

(1)高圧軸封用シールリングの耐振動,

及び耐久惟

(2)高圧軸封装置の安定性

軸封試験では軸振動75J`の振動を強

制的に与え,圧縮機内圧を 250気圧ま

で上げて回転数15,000rpmで連続運転

を行ない,シールリングの耐久性が確

認できた(匡11)｡更に軸封制御に用い

表l 主な仕様

項 目 イ士 様

取扱カース

吸込圧力

H2＋N2

206 kg/cmごA

吐出L圧力

吸込ン先皇

267 kg/cm2A

907 mこソh

回 転 数 14,了70｢pm

軸 動 力 2′34DkW

られたスプリ ッ ト方式によるレ/ヾル制

御の作動の安定性,プランジャ ポンプ

の脈動防止効果など系の安定作動性が

確認された｡

本安定性試験によr),バレル形日立

高圧ターボ圧縮機の安定性が朝笹認さ

れ,アンモニア合成をはじめとする高

圧プラントにおける今後の活躍が大い

に期待される｡

(日立製作所 機電事業本部)

事■

図l シールリング試験
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日立溶接ヒュームクリーナく半自動用〉

従来,アーク溶接時に発生する溶接

ヒュームに対しては簡単な換気程度の

対策しか施きない例が多かった｡しか

しここ数年未,?容積作業の環ゴ菟改善が

取り上げられ,その一つとして溶接ヒ

ュームの除去対策が必要とされるよう

になってきた｡

このたび開発した日立i容接ヒューム

クリーナく半自動用〉は,ヒュームを発

生源から吸引しろ過する装置である｡

1.仕様及び構造

表lは本ヒュームクリーナの主な仕

様を,図1はその外観を示すものであ

る｡ヒュームは半自動う容接トーチの先

端に装着された吸引ヘッドにより吸引

され,ホースにより本体に導かれ,ろ

過されて排出される｡

2.主な特長

(1)吸引ヘッド部は標準トーチに簡単

に取り付き,小形,軽量で特殊なつば

付吸引口を採用してし-るため,吸引効

率がよく,作業性,溶接性とも,優れ

ている｡

(2)本体ろ過装置は特殊フィルタによ

り,目づまr)が起きにくく,寿命が長い｡

(3)モータは二重フアンと,強制空冷

用冷却フアンを備えているため,連続

垂負荷に耐え,目づまりを起こしても

焼損のおそれがない｡

(4)ホ【スはシリコン ゴム及びネオプ

レン ゴムを採用し,本体は二重構造に

してスパッタや,高温のヒュームに耐

え得るよう設計されている｡

(日立製作所 商品事業部)

図l 日立溶接ヒュームクリーナ

く半自動用〉

表l 日立溶接ヒュームクリーナ

く半自動用〉 仕様

叫

区 分 項 目 仕 様

本 体

一次電圧
AC100V 50/60Hz

消費電力 lkW

風 量
約Im∴/min

(q及引ノズルセット時)

最大真空圧 I′700mmA(〕

吸込 口 径 35≠

外径寸法
タンク外径:405≠

×高さ695(mm)

重 量 2了kg

溶接機イ吏用

定格
500A 60%以下

フィルタ

ろ過効率
95%

吸引 効率
80～85%

(300Aにて)

吸引ホース

ト
ーチ側

シリコンゴム

(鋼線にて強化)

内径16≠×l.5(m)

本 体 側

ネオプレンゴム

(鋼線にて強化)

内径35≠×3(m)

吸引ヘッド
吸引ノズル つばイ寸特殊/ズル

り及引ヘッド はめ込式

世界最高速540m/min日立直流ギャレスエレベータ

新宿新都心に新宿住‾友ビルが完成し,

世界最高速540m/minエレベータ4≠言

が稼動を開始した(図り｡更に,本年

9月には隣接敷地に建設中の新宿三井

ビルが完成する予定であり,現在同速

度エレベータ7台を据付中である｡

日立製作所では,早くから高速エレ

ベータに対する研究を重点に取r)上げ,

京王プラザホテルなどの超高層ビルに

納入した360m/minエレベータの実績

を基に,高速化,高揚程化などの総合

研究を行ない,安全且つ快適なエレベ

ータを実現することができた｡

1.主な特長

(1)速度微分帰還制御

エレベータの速度制御上の変動要因

には,(a)エレベータの乗客数の変動,

表l 世界最高速540m/minエレベータ仕様

(b)巻上機の温度上昇及び電機子反作

J召による界磁速の減少などが考えら

れ,これらの変動を補償するため速度

微分帰還制御を採用したことにより,

精密な着床,円滑な加i成速特性,安定

した走行特性が得られた｡

(2)走行中のかご振動と騒音

高速化によってかごの振動や騒斉が

増大するので,(a)ガイド レールの真

直性(b)ローラ ガイドの吸振性能,

(C)かごの防振構造など新方式をj采用

し,良好な結果を得た｡

(3)安全装置

高速化によるエレベータの持つ運動

エネルギーは甚大となるから安全装置

類は従来にまして高信束削生と円滑な動

作を有し,すべての面で諸規格に合格

している｡

(日立製作所 機電事業本部)

ビル 仕様 機 種 積載量(定員) 速 度 運転方式 停 止 個 所 台数

新宿住友ビル 直;充ギャレス l′5DOkg(23人) 540m/mln CIP/lC 8(B.,1,47～52) 4台

新宿三井ビル l′600kg(24人) // CTP-ⅠⅠ 16(l～3,43～55) 7台

一■ゝ

===-一一-==■

■■斗=事‥‥==暮

l■=---‥-=l■■

■t■l=-‥暮■■t=

■▲●■■■書I‥l暮=事

l■暮t暮書暮一暮Il●t暮事

■●■書 ■■暮一題i∫lt■

■暮事■1一暮■■■■暮■暮■

事■暮l書■●■■書■■l事■

■l■■t■tl暮■■■●■■

lキーIl■■l暮l暮It暮■

■暮▼■lltぢ■l書■■暮■

頭書■ll暮l■事tll暮書■

■■■事■暮暮事■任■■■
ッ帯

革

図l 新宿住友ビル外観
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日立ライティングシステム(天井照明)
姑近,ビルの■1■fi中子化に付い,壇築偶

成柑の7rレハブ化が進んできた｡Ll__､ンニ

ライチイ ング システムはこのような要

望ににじじてIj臼ヲ己されたもので､従火の

Tバ【ノブJ七に新柁術を噂人し,大外‾支

持わく とt昭叩け)く を-･休化L,淡泊指

脚で施工潔爪との作業巾似をドうミいたれ

子さ柑,れプJ化されたシステム人什であ

るし 上_J白小二応じてY′し-ノ女びJバーーノナ

上℃の2仲畑がある｡

1.ライティング システムの構造

図1にホすように仙ノブ式ともY,J

バーに灯とし1こ休,ソケ･ソトをあご〕かじ

め装イ'子Lてし､る｡二人一件ス､ラブに叩めj△

んだインサートよりつりボルトを 卜げ,

つり1モ土いこよりト■り1宣すれば押｢1JJ諸二手一至との

わく と大‾け黄巾柑の文才与わく を姫川す

るバーとなる′､

2.主な特長

(1)二｢糊の乍蛸～i川U湯施工折との作業

巾手引うミ上と大川支持わく,照明器一与川立

付のト小､～三池_1二が11r能)｡

(2)言文い内天井で施工可`能(照明苦言其

の士里込み深さ55mm以下)｡

(3)-′女宝器位置が‾u一変

(4)連結式の円止線(連結士〔コネクタの

他用)

(5)`ノ朋司と照明の-一体化(空調プレナ

ム りターーン方式が一存易)

(6)逆光カバー満悦が可能

(7)保守点検が答易(着脱の簡単なタ

ーン ファスナにより放射根を取ると点

検【1として似え,仙と守点検が似利)｡

図書 名 称

① Yバー(支持バー)

(⇒ つり金具(ハンガー)

(車下 地 材

(蔀 +バー(回り緑バー)

㊥ 照明器具(Y形)

(軒 ･･‾‾て了雇)
(カ 天 井 材

(車 空調ダクト

(軒設備プレート

塵
(功

ア ネ モ

可動間仕切

絶 Tパー(支持バー)

④

(a)+バー方式

:､卓ノしぢ
0■一■

.▼
0.‾

≠妄

⑳

(8)1iり仕切りの融通件(Yバ”には糊

tト切り開の溝がある)｡

(9)告力化による総†ナコストの什も減

(施工収付の省力化,部材兼用などによ

る省資材を果たし,総†ナコストを仕も減)｡

また他のシステム大井に比較して,

インサートの配ir′壬で,柿イーニ伏内己置の寸

さ去規r削が緩く,かつ数が少なくて析む

ので施工‾荷にとり悔めてイデ利である｡

(トト工塑望作I叶き昭明事業部)

｢エ':､+
■.b/

(b)Yバー方式

･‥j二･､2J

しり

図【 日立ライティング システム(天井照明)

㈹

VHF,UHF帯用日立アクティブ入力フィルタ

碓氷の放送川フィルタは,一対壬小心数

川路や分布1立数l口l路を応川Lたパ･ソシ

ブ
フィルタが†む川されてきた｡

二れJ)のフィルタは1-と好な三け竹三を一要

求するほど椛j立が人形化し,牡牛IC

(填村紳l路)などの発達による放送恍旨詮

′ト形化の仰向に逆行する′性官亨があった‥

そこで/ナ【uL トランジスタを仙川Lた

テレビ中毒僻ん〔川Jアクティブ人力フィル

タを開発L,′ト形､輯貰化に成+カした

のでここに射て介する｡

ト アクティブ入力フィルタの概要

アクティブ人力フィルタは,トラン

ジスタをf‾与件‡氏抗を持つイ ンダクタン

スとLて動作させ,これにコンデンサ

を紺_みナナわせてフィルタを椛成したも

グ)で､ある｡

従来1‾r押下のアクティブ人力フィルタ

は∴,
一二の検i汀結一難が報f㌧されている

が,これらはいずれも鵜本的†京埋を確

Ⅰ乙どした木'-リ空であり,二れまでに賀川占‾Jl

としての朋党は成されていなかった｡

二のため､｢ト工′i一己根株J･＼会什ではキミ

1I川

とLてJ臭用化の向から検討を行ない,

今山‖也引二に先駆けてVHF,UHFテ

レビ｢丁一柳局用入カフィルタのl梢発に成

∫力Lた｡二の結果,大幅な小形,軽量

化がワ三+兆され,従来のパッシブ人力フ

ィルタに比べ,体積は%～ケ言,屯量は

%柑望まで軽i成,改三洋が成された.)

/ト綾二の仰のアクティブ人力フィル

タは,テレビ放送用のみならず柊勅無

線用,CATV(教ff有線テレビ)用の

人力フィルタ,あるいは分波器などに

もI応川できる｡

2.主な特長

(1)′ト形,軽量でJ叔抜いが簡単｡

(2)バンド パス フィルタについては

無‡fi尖にできるほか,多少利付を持た

せることかできる｡ノッチ フィルタに

ついては急しゅんな理想特怖が和られ

る｡

(3)う電子原はL-f】継機の12V直流う五源が利

ノIJでき,消費`i-E力は0.6Wでイ利一Iヨでき

る｡

(4)耐1竜柑11三については人力端十,電

源端H∴に高作能のアレスタを装備し,

日本放送協会の協力を柑て中継1dで実

用化試験1勺てを経過しているが【常‾車扱

は皆無である｡

3.主な仕様(VHF帯用)

仲人拭一失:0±0.25dB

VSWR(`在J_上与主/Ⅰ三波比):1.7以下

fi一己変
一澗:一45dI∋/70dBt人力

維音指数:7.5dB以下

許容入力:80dBt以下

(日_＼ンニ`1･に線株式会祉)

図】 VHF帯用アクティブ入力フィルタ




